



























































































































































































が 117 名で約 83％、2014 年は「大変役に立った




















できていた。中には 40 冊から 50 冊を読破して
いたものもあった。各年度の平均読破数と標準












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 25 回総会発表論文集 （2014）
６）樋口耕一　社会調査のための計量テキスト分析　内
容分析の継承と発展を目指して　ナカニシヤ出版
（2014）
７）Kaller.J.M（著）鈴木克明（訳） 学習意欲をデザイン
する－ARCSモデルによるインストラクショナルデ
ザイン　北大路書房（2010）
８）向後千春　教師のための「教える技術」　明治図書
（2014）
９）向後千春　大福帳は授業の何を変えたか　日本教育
工学会研究報告集　6 23-30（2006）
　尚、本研究は京都文教短期大学特別研究費助成を受け
て実施したものである。
